
令和元年度産地パワーアップ事業評価
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平均回転数は8.5回で上限であることから、品質と収量を向上させる栽培管理を徹底するよう支援する。
品質に加え、真空予冷によって貯蔵性も他産地よりも優れていることが市場等関係者に認知・評価されるよう、周知の支援を
していく。

契約率は上昇しているものの、目標に到達していない。地域の担い手の取り込みなどの対策を支援していく。63.94% 53.3%
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天候不順の影響があったため未達成はやむを得ない。
次年度は出荷量が確保できるよう支援していく。

田原 水稲
出荷コストの10％
以上削減

18.55 12.25 13.62 78.3%


